
（別紙３）

平成２６年度 指定管理者業務実績シート

作成年月日 平成２７年 ６月２９日

部 企画部 課 企画管理課

施設名・所在地 函館市産学官交流プラザ（港町3丁目1番1号 北海道大学マリンサイエンス創成研究棟内）

設置条例 函館市産学官交流プラザ条例

指定管理者名 国立大学法人北海道大学 指定期間 平成24年4月1日～平成27年3月31日

指定管理者の特 選定 公 募

別な要件 区分 非公募

設置目的 水産・海洋に関する企業，大学その他学術研究機関および市の間の技術情報の相互提供ならびに産

学共同研究のための拠点施設を提供し，もって新たな産業の創出に資するため

設置年月 平成18年4月12日（供用開始日） 建設費 96,049千円

構造規模等 構造：鉄筋コンクリート造

耐用年数 規模：平屋建て，延床面積 368.14㎡(北大との共有持分13.36㎡含む)

耐用年数：50年（法定耐用年数）

開館時間 開館時間：午前９時から午後５時まで

休館日等 休館日：土・日・祝日および１２月２９日から１月３日まで

料金体系 □利用料金制の採用の有無

採用無し

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況

(1)管理業務

①施設の使用許可および制限に関すること（施設利用申込みの受付，使用許可および施設利用に係る統計業務）

・利用申請に対する利用者への対応および許可書発行等の事務手続きについて，適正に実施されている。

・施設の利用状況について，利用目的や室種別ごとに統計を取りまとめるなど，適切に対応されている。

②施設の維持管理に関すること（建物，附属設備および備品等に関する保守点検，修繕等）

・協定書に基づく各種保守点検業務について，専門業者への業務委託などにより適正に実施されている。

・必要に応じ，所要の維持修繕を実施している。

③その他業務（利用者からの要望，相談等についての対応，および見学者への施設案内等）

・開館時間以外の延長など，利用者からの要望に応じて適宜対応されている。

(2)委託事業

なし

(3)自主事業

なし

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

・利用者の意見なども踏まえて備品類を調達するなど，より利便性の高い施設の提供に努めている。

３ 市民ニーズの把握の実施状況

・定められている開館日および開館時間以外にも，ニーズに応じて開館する等の対応を行っている。



４ 施設の利用状況

・平成２６年度の月別利用者数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者数 369 342 395 584 185 205 555 607 700 286 401 207

・年度別利用者数 ｜←指定期間（～H2６）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

利用者数 ６，６３５ ７，４０１ ６，１６０ ６，６０２ ４，８３６

５ 指定管理者の収支状況 ｜←指定期間（～H2６） （単位：千円）

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

収 委託料 １，５００ １，３５０ １，３５０ １，３８９

前年度繰越 ０ ０ ０ ０
入

計 １，５００ １，３５０ １，３５０ １，３８９

支 需要費 ２４２ ２３ １４ １７４

消耗品費 ７０ ３ ２ ９９
出

修繕費 １７２ ２０ １２ ７５

光熱水費 ４６４ ４５０ ４５６ ２９６

電気料 １９８ １８６ １９９ １５１

水道料 ４ ３ ２ ０

下水道使用料 ４ ３ ２ ０

ガス使用料 ２５８ ２５８ ２５３ １４５

役務費 ４０ ４０ ４０ ４３

委託料 ５４６ ５４２ ７０８ ５２５

清掃 １８９ １８９ １８９ １９４

警備 １１２ １１２ １１３ １１７

塵芥処理 ２４ ２４ ２４ ２６

除雪 ３ ７ ７ ２

電気設備保安点検 １３ １４ １４ １４

消防設備保安点検 １１ １２ ９ １０

冷暖房設備保安点検 ５２ ４２ ２１０ １６

自動ドア保安点検 １４２ １４２ １４２ １４６

使用料及び賃借料 １５３ １３２ １３２ １３５

備品購入費 ５５ １６３ ０ ２１６

計 １，５００ １，３５０ １，３５０ １，３８９

当該施設の利用者一人当たり

税金投入コスト ０．２０２ ０．２１９ ０．２０４ ０．２８７



６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況

・四半期ごとに提出される利用状況報告のほか，必要に応じて随時市職員が現地で業務執行状況を確認することに

より，業務上の問題点の把握と業務改善への取り組みが行われている。

７ 指定管理者に対する評価

① 指定管理者の自己評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 □Ａ 条例施行規則に定められている利用日や 特になし。

状況 ■Ｂ 利用時間を遵守し、さらに定められてい

□Ｃ る開館日時以外も必要に応じて開館する

□Ｄ など利用促進を図っている。

サービスの □Ａ 特に問題はない。 特になし。

質の状況 ■Ｂ

□Ｃ

□Ｄ

団体の経営 ■Ａ 特に問題はない。 特になし。

状況 □Ｂ

□Ｃ

② 市の指定管理者に対する実績評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 □Ａ 全項目とも協定書等の要求水準どおり業 特になし。

状況 ■Ｂ 務が行われており，利用時間の延長等に

□Ｃ ついては，利用者の要望に応じて柔軟に

□Ｄ 対応するなど，要求水準以上の対応が見

られる。

サービスの □Ａ 利用者の要望等を踏まえて適宜備品類を 特になし。

質の状況 ■Ｂ 整備するなど，適切な対応が行われてい

□Ｃ る。

□Ｄ

団体の経営 ■Ａ 団体の経営状況において，特に問題は認 特になし。

状況 □Ｂ められない。

□Ｃ


